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令和３年９月３日

東北地方環境事務所資源循環課

東北ブロックにおける

令和２年７月豪雨災害対応状況
に係る振り返りについて



災害名 発生年月 災害廃棄物量 損壊家屋数 処理期間

東日本大震災 H23年3月 3100万トン
（津波堆積物1100万トンを含む）

全壊：118,822
半壊：184,615

約3年
（福島県を除く）

阪神・淡路大震災 H7年1月 1500万トン

全壊：104,906
半壊：144,274
一部損壊：390,506
焼失：7,534

約3年

熊本地震
（熊本県）

H28年4月 311万トン
全壊：8,668
半壊：34,492
一部損壊：154,098

約2年

平成30年7月豪雨
（岡山県、広島県、愛媛県）

平成30年7月 189万トン(※1)

全壊：6,603(※2)

半壊：10,012(※2)

一部損壊：3,457(※2)

床上浸水：5,011(※2)

  床下浸水：13,737(※2)

約2年

令和元年房総半島台風
・東日本台風

R1年9月､10月 154万トン(※3)

全壊：3,650(※4)

半壊：33,951(※4)

一部損壊：107,717(※4)

床上浸水：8,256(※4)

  床下浸水：23,010(※4)

約2年
（予定）

新潟県中越地震 H16年10月 60万トン
全壊：3,175
半壊：13,810
一部損壊：103,854

約3年

令和２年７月豪雨 R2年7月 54万トン(※5)

全壊：1,621(※６)

半壊：4,504(※６)

一部損壊：3,503(※６)

床上浸水：1,681(※６)

床下浸水：5,290(※６)

約1.5年(※7)

（予定）

広島県土砂災害 H26年8月 52万トン

全壊：179
半壊：217
一部損壊：189
浸水被害：4,164

約1.5年

近年の大規模災害における災害廃棄物の発生量及び処理期間

(※1) 主要被災３県の合計（令和２年７月時点）
(※2) 主要被災３県の公表値の合計（平成31年１月９日時点）
(※3) 被災自治体からの報告の合計（令和３年１月末時点）
(※4) 内閣府防災被害報告の合計（令和２年４月10日時点）

(※5) 被災自治体からの報告の合計（令和３年１月末時点）
 土砂混じりがれきを含む。

(※6) 内閣府防災被害報告の合計（令和３年１月７日時点）
(※7) 熊本県分のみ（令和３年１月末時点）
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③ 財政措置
○  「特定非常災害」に指定されたことを踏まえ、半壊家屋の解体撤去費用まで補助対象を拡大。また、災害廃

棄物処理基金（いわゆるグリーンニューディール基金）と地方財政措置も含めて、熊本地震並の９７．５％以上
の財政支援を行う。

○ 浸水等により廃棄物処理施設が稼働停止し、処理が滞っている生活ごみ・し尿について、災害時における
広域処理に係るかかりまし経費を支援。

○ 国土交通省と連携し、廃棄物・土砂の一括撤去を支援。

① 人的支援
○ ７月５日から環境省職員のべ618名を８県24市町村に派遣し、被害状況及び災害廃棄物の発生状況等に
ついての現地調査を実施（うち、人吉市には7月6日から1名、球磨村には7月12日から2名常駐派遣）。本省
課長級、本省職員を熊本県（のべ95人日）、福岡県（のべ29人日） 、大分県（のべ25人日）に派遣し、現地支
援態勢を強化。

○ 災害廃棄物処理支援ネットワーク(D.Waste-Net)の専門家のべ372名を４県に派遣（7月7日～８月31日）。
○ 支援自治体の廃棄物担当職員が２県５市町村に派遣され、技術的支援を実施したほか、災害廃棄物の収
集運搬・処分について３県６市町村へ支援を実施。

②－１ 仮置場に係る支援
○ 仮置場の確保に係る調整支援。
○ 仮置場の管理・運営に関する助言支援。
②－２ 収集運搬に係る支援
○ 防衛省・自衛隊等と連携した災害廃棄物の撤去。
○ 県外自治体及び民間団体等によるごみ収集運搬車両の派遣に係る調整支援。
②－３ 処理に係る支援
○ 廃棄物の広域処理に係る調整支援
○ 災害廃棄物の発生量推計及び処理実行計画作成に関する助言支援。

令和２年７月豪雨における環境省の取組（災害廃棄物）
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災害廃棄物対策チーム
廃棄物適正処理推進課 ・災害廃棄物対策室

関係機関
（防衛省など）

環境本省
災害廃棄物処理
支援ネットワーク
（D.Waste-Net）

環境省の災害廃棄物対策に関する現地支援体制（令和２年７月豪雨）

・派遣人数：のべ 29名
・派遣期間：７月９日～７月22日

福岡県

・派遣人数：のべ 95名
・派遣期間：７月６日～８月14日

熊本県

・派遣人数：のべ 25名
・派遣期間：７月９日～７月20日

大分県

・派遣人数：のべ 618名
・派遣期間：７月５日～
・派遣先：８県24市町村

（令和２年10月１日時点）

・派遣人数：のべ 372名
・派遣期間：７月７日～８月31日
・派遣先：４県

・支援自治体：福岡市、熊本市等
・支援開始：７月13日～
・支援先：人吉市、球磨村等

・支援自治体：常総市、横浜市等
・支援開始：７月10日～８月12日
・支援先：人吉市、球磨村等

本省課長級、職員
県庁に常駐派遣 地方環境事務所職員

等現地支援

D.Waste-Net
現地支援

収集運搬・処分
現地支援

自治体職員
現地支援
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東北管内における令和２年７月豪雨の被災状況

山形県 秋田県

人
的
被
害

死者 － －

負傷者 １人 －

行方不明 － －

住
家
の
被
害

全壊 1棟 －

半壊 62棟 －

一部損壊 15棟 3棟

床上浸水 150棟 10棟

床下浸水 549棟 77棟

災害廃棄物量 2,456ｔ －

R3.7.26現在 R2.9.15現在
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東北管内における令和２年７月豪雨の被災状況

山形県 秋田県
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業

自治体数 11 －

事業費
（査定額）

131,890千円 －

施
設
復
旧
事
業

施設数 － 1

事業費
（査定額）

－ 6,611千円

事業費合計 131,890千円 6,611千円
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東北管内における令和２年７月豪雨における災害廃棄物処理の進捗状況

山形県

災
害
廃
棄
物
処
理

災害廃棄物
推計量 2,456 ﾄﾝ

累計処理量 2,456 ﾄﾝ

進捗率 100%

家
屋
解
体

想定棟数(参考) 3 棟

解体申請棟数 3 棟

解体棟数 3 棟

進捗率 100%

懸念事項 －

R2.3末の進捗状況
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